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４ －２ ． 緑の配置方針 

（ １ ） 基本理念 

明石は、アカ シゾウや明石原人など、有史以前から 連綿と つながる豊かな歴史を 有し 、

阪神都市圏にあっ て希少な砂浜･砂利浜や日本の重要湿地 500 にも 選定さ れたオニバス

が生育する ため池群など、 貴重な自然が残る地域です。 また、 こ う し た歴史や自然の他

にも 、「 子午線のまち」 を象徴する天文科学館や明石海峡大橋など、 多様な地域資源が存

在し ています。  

明石市域は東西に長く 、 瀬戸内海に面し た地形は平坦で気候も 穏やか、 神戸や大阪な

どの大都市から も 近いと 、 非常に恵まれた立地条件を有し ています。 こ う し た条件の良

い立地によ り 古代から 交通の要と し て都市が発展し てき まし たが、 近年では、 人口の増

加に伴う 市街地の整備拡大により 、かつて市域の多く を 占めていた農地が減少するなど、

自然環境も 大き く 変化し てき ています。さ ら にこ れに加えて、社会情勢も 刻々と 変化し 、

明石市のまちづく り の過程においては、 安全･安心、 にぎわい･活気の創出、 個性あるま

ちづく り 、 あら ゆる世代の育成、 地域コ ミ ュ ニティ の形成、 持続可能なまちづく り 等、

様々な課題が顕在化し てきています。  

こ う し た状況にあっ て、 本計画においては、 明石市におけるまちづく り の課題に、 緑

が持つ効果･効用を 最大限活かし て対応すべく 、 ８ つの方針を設定し まし た。 こ れら の方

針は、 都市の緑を 将来にわたっ て保全し 、 また、 緑化の推進によっ て、 さ ら なる良好な

都市環境を 形成するこ と で、 長期総合計画に掲げら れた、 目指す 10 年後のまち の姿「 ひ

と  まち ゆたかに育つ 未来安心都市・ 明石」 を 実現すべく 設定し たも のです。  

こ う し た状況を 踏まえて、 本計画においては、 緑の配置にあたっ ての基本理念を 下記

のと おり 設定し ます。  
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時と と も に豊かに育む緑  人、 生き も の、 まち 
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（ ２ ） 緑の配置方針 

明石市のまちづく り の課題を 解決するために、 こ れまでに整理し た８ つの緑の方針を

踏まえて、 こ れら を総括する緑の配置方針図を 次頁に示し ます。  
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≪緑の拠点の確保≫

　 　 　  緑の核（ 明石公園、 金ケ崎公園 等の公園）

　 　 　  緑の保全・ 活用エリ ア（ まと まっ た森林の緑）

　 　 　  緑の創出エリ ア（ ク ールスポッ ト の創出）

　 　 　  農地の保全・ 活用エリ ア（ 市街化区域内のまと まり のある 農地）

　 　 　  農地の保全・ 活用エリ ア（ 市街化調整区域内の農業振興地域）

　 　 　  ため池の保全・ 活用エリ ア（ 既存のため池の保全･活用）

       海岸の保全・ 活用エリ ア（ 砂浜・ 砂利浜の保全･活用）

　 　 　  地域の緑の拠点（ 駅前の緑化等）

≪緑のネッ ト ワーク 化≫

　 　 　  緑の骨格軸（ 街路樹の整備（ 計画期間内に実施））

　 　 　  緑の骨格軸（ 街路樹の整備（ 長期的な将来計画））

　 　 　  緑の骨格軸（ 街路樹の保全･更新）

　 　 　  水の骨格軸（ 河川敷植栽、 散策道整備）
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